





















































































































































































































































































































































回数 開催日程 テーマ 開催場所 参加人数
※ 1 2017 年 6 月 1 日（木） 美浜町内の地域づくりで取り組みたい事 総合公園体育館 41 名
※ 2 2017 年 7 月 2 日（日） オープニングイベント chabs 不明
1回目 2017 年 9 月 26 日（火） 活用しよう！使える chabs を考える chabs 32 名
2 回目 2017 年 10 月 25 日（水） 美浜好き集まれ！地元若者×他地域の若者 chabs 18 名
3 回目 2018 年 2 月 20 日（火） 中間支援組織の役割　～つなぐ～ chabs 16 名


































































































































ネスベースのまちづくり」で 2017 年 11 月
表 2　2017 年度の深堀勉強会ちゃぶだいミーティングの開催
回数 開催日程 テーマ 開催場所 参加人数
1回目 2017 年 11 月 21 日（火） みはまで活かすビジネスベースのまちづくり chabs 14 名
2 回目 2017 年 12 月 12 日（火） まちづくりのスキルアップ chabs 13 名
3 回目 2018 年 2 月 9 日（金） ちゃぶだいミーティング開催に向けた準備 chabs 9 名




5 回目 2018 年 2 月 19 日（月） ちゃぶだいミーティング開催に向けた準備 2 chabs 10 名



















































































































































































































































































































（4）1 年や 2 年程度、行政の補助金や委託
事業を受託することが多い。
（5）佐藤快信・菅原良子・入江詩子「社会
教育のこれまでの経緯とこれから」『長
崎ウエスレヤン大学現代社会学部紀要』
13 巻、1号、2015 年、pp.35-44
（6）本計画を実現する担い手は、町民と町
外民の区別をしていない。美浜町で活躍
する町外民については、将来美浜町への
定住を期待されている。また、担い手の
表現は、美浜町の財産となることを期待
しており、一般的な人材ではなく人財を
使用している。
（7）美浜町では、まちづくりに関わる二重
円卓会議に町民が参加しやすいように、
「ちゃぶだいミーティング」という愛称
で呼び定着している。
（8）拠点は、ちゃぶだいハウスが正式名称
であるが、親しみが持てるように愛称は
chabs とした。
（9）chabs の運用ルールを美浜町と町民が
一緒に考えることに拒否反応を見せる町
民がいた。
（10）半田市にある老舗喫茶店が閉店した
ため、まちづくりの拠点として活用する
ことになった。
（11）オール美浜は、美浜町に関わりや縁
がある主体や町民を指す。それら主体や
町民が一体となって、美浜町のまちづく
りを推進していく体制のことである。
（12）美浜町のまちづくりを支援する団体
と位置付けられ、主に本計画実現に向け
て活動を行う。主な活動内容は、拠点の
有効活用、まちづくりの人材育成、まち
づくりの支援活動などで、中間支援団体
としての役割と機能を果たす団体であ
る。
（13）まちづくりの活動に関する拠点利用
はほとんどなかった。夜の会議利用が多
かったが、中には日本福祉大学の講義や
サークル活動での活用があり、今後の学
生による有効活用を期待している。
